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平成8年度公認者はできるだけ出席して下さい !
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平成 9年 度 '総 会
日 靖 ・平成 9年 9月 21日

・
午後 1時 ～ 4時 30分

場  所 ・守 日門真商工会館ホール

連絡機構代表 、来賓挨拶他

[総 会 ]    予薄障午後1～2崎20分

第 1号 議案  連 絡機構規約 の件

第 2号 議案   同  規 程 の件

第 3号 議案  組 織 と役員選出の 件

第 4号 議案  事 業計 画の件

〔研修会 ]日 ・2崎30分～3崎30,

テーマ 「大阪湾の潮流」

講師 ・大阪府水産試験場技師

[貴L優二属町:鋒言議]R 3崎40,～4崎20分

地区所属登録、地区委員選出他

九
月

二
十

一
日

の
盗
恥

△
五

に
全
員
出
席
を

！

今

回

の
大
阪
総
会

は

、
釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
が
発
足

し

て
第

２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
が

、
新
た
に
新
組
織
が
ス
タ

ー
ト
す

る

、
意
義

あ
る
総
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
全
員

の
出
席
を

期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す

．

い
何

の
為
の
公
認
制
度
か
？

」

と
の
声
も
き
．か
れ
ま
し
た

。

こ
の
た
め
昨
年

９
月

、
第

一

回
経
会

で
選
出
さ
れ
た
世
話
人

会
が

「
大
阪
府
釣

リ
イ

ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
連
絡
機
構

」
を
設
置
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総
会
出
席
者
は

△
五
観

ｌ

油

会
夕

で

総
会

の
議
案
は
会
報
に
掲
記

さ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
出
席

の
際
は
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

ま
た
、
会
場
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び
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そ
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駐
車
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あ
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ま

す
の
で
、
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き
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だ
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電
車
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パ
ス
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の
交

通
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関

を
ご
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下
さ
い
。
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大
阪
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釣
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ン
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ト
ラ
ク
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連
絡
機
構

世
話
人
会
　
会
長
　
　
　
一
と
□
一

川

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
積
極
的
に

そ
の
役
割

を
果
た
す

ほ
か
、
環
境

や
資
源
保
護

へ
の
取
り
組
み
を
は

じ
め

、
自

ら

の
釣
り
技
術
向
上
な

ど
の
研
修
等

を
実
践
し

て
行
く
所

存

で
あ
り
ま
す

。

来
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九
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二
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一
日

の
総
会
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そ
う
し
た
意
味

で
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あ
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員

挙

っ
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来
席
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次
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す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
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幸

い
会
員
の
中
に
は
執
筆

、
編
集
の

経
験
者
も
お
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
方

々
の

協
力
を
得
ま
し
て
、
す
で
に
広
報
部
会

委
員
と
し
て
創
刊
号
の
編
集
に
携
わ

っ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
経
費
難
、
ま
た
ス

タ

フ
フ
不
足
も
あ
り
難
作
業
と
な

っ
て

お
り
ま
す
が
、

一
同
懸
命
に
努
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
必
ず
や
皆
様
に
役
立

つ
も
の
と
期
待
し
て
い
る
次
第
で
す

。

に
会
員
名
簿
を
片
手
に
、
相
手
が
ど

の

よ

ぅ
な
方

か
も
判
ら
ず
に
連
絡
し
協
力

を
お
願

い
す
る
訳
だ
が
、
相
手

の
方
も

突
然

の
申
し
入
れ
に
事
情
も
判
ら
ず
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惑
わ
れ
る
ば
か
り
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そ
ん
な
訳

で
、
結
局

、
毎
年
ご
ぐ
僅

か
な
人
数

で
教
室

の
開
催
に
協
力
し

て

き
ま
し
た

。

だ

が

、
今
度

、
新
組
織
が
発
足
し

、

縦

、
横

の
連
絡
も
密
接
に
な
り

、
会
員

全
体

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
せ

る
よ

ぅ
に
な
れ
ば

、
も

っ
と
活
発
な
活

動
を
展
開

で
き
る
こ
と
と
期
待
し
て
お

り
ま
す

。

会
員

の
皆
さ
ん
、
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れ
か
ら
活
動

の

輪
を
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げ

、
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リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
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と
し

て
の
役
割
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い
に
果
た
そ
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で

は
あ
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ま
せ
ん
か
―
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イ住 り
ンの大昨
ス釣阪年
卜り在よ

事 ¬ 次 的 り
の市今第な ま

現民後で参す

地釣
｀
あ加の

指 り機 りをで

導教構 ま心
｀

な室をすか会
どL通

°
ら員

｀
始 じ お 皆
釣め
｀
願様

り釣地  い の
イリ域  す 積
ン行の  る 極
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喜 に と暑
ば よ とい太
しりご毎平
い念推 日洋
次顧察かの

第
`の
致続高

で新 しい気
あ機 まて圧
り構すおが

ま発
・
り居

す足 さま座
・
のてす り

運
｀
が
｀

びこ
｀
台

との皆風
な度様の

り
｀
ご動
｀
世壮 き
世話健 も
話人に変
人会活わ

代の躍 つ

表皆 さて
と様れ相
しのて変
て ごいわ

誠尽 るら
に力 こず

阪 会⌒

磯長現
釣 ▽ や

ク全全
ラ関 日
プ西本
会磯釣
長釣 り
V連
団
盟体
'協

会議
長会
▽

・

大副

いしはすて
とて
｀°
き

思の釣新た
⌒ つ役 り組 こ

平て割 イ織 と
成おをン発は
8り 大 ス足喜
年まい 卜のば
度すにラあし
・ ・果 クかい
た 夕つ こ

し lき と
た とにで

講  し れせ釣だ人人分
師例いてて りびの会科前
やえ点い戴教重一に会回
実ばがない室な人協での
釣
｀
多いたのるに力

｀
総

指釣か中が講打推 し会会
導 り つの

｀
師合薦て発の

者教た活組なせさ欲足地
を室
・
動織 ど会れ し準区

集の は のをや
｀
い備 プ

め開 大 確動
｀
以 との ロ

る1と 変 立め市降世世 フ

ので 難 ささ民
｀
話話 ク



大阪府釣リインストラクタ
ー連絡機構。会報

い夕 1る 連 で 単め り 絡 一通 に`ゆなのをラけ阪議す

き 1回 の絡制す位に
｀
実指般の自活るくは重 クて府会で同

じ研のが組度
°
とも行質導釣考然動分広

｀
ね夕い釣がにじ

た修大平織発  し
｀
政
｀
をりえやに野 く従 る !ま りあ^目

・
会阪成を足 た 各 と活繰人方釣参か全来よ 卜し団 り社的

以府 6が 以 連 府の動 りにをり画 ら国の う云た体
V`を

来釣年 つ来 絡 県連 を広対 もので個か釣なうが協下全持
の り度ち

｀
 網 や絡開げしと未き人 らり制

｀｀
議部日つ

急 イに りそ は 地を始るきに来ると
｀
団度い釣会組本組

務 ン開 と う 必 方密すため関に人 しま体がわ りが織釣織
とスか作 し 要 自にるめ細係つ材てたば発ばイ活 とりと

さ 卜れ りた 不 治すにでか機いを積
｀
か足屋 ン動 し団 し

れラた上横 可 体 るあす く関て求極ありし上スをて体て

てク第げの 欠 をたた
・
連や共め的 らでた屋 卜続大協は

館 な 案を
V関
動教を 人 連 的 地 夕回 め しの^会 従

で同 りの定を係
｀
室開同会絡続に域 1 ま`る

｀
力広に来組

平年ま作め決機釣の催年 ・会い世に研大ずこ斬ラ域所か織

成 9し 成 る定関 り開
｀
8会 費て話分修阪平 と新 1団 属 ら作

8月 たに と
°
と大催当月長の連人け会府成にでを体す大 り

年
｀°
取 と世の会へ面

｀
を徴絡を

｀
を釣 7留 積で とる阪を

度守  り も話親ののの第選収事選各開 り年意極 き呼分府進
釣日 か に人睦指協諸 2出 を務出地 きイ 5し 的 るん野釣め
り門 か 会の回導力行回 し決所 し域 ン`月まなだで別 りる
イ真 る の役の

｀｀
事世 ま定設まか府ス

｀
し人けい釣団に

ン商 こ 規割開会放⌒話 し
｀
置 しら下 卜にた材少 まり体あ

スエ  と 約な催員流釣人た世やた暫をラ第
・
をなす団協た

卜会 に 原 ど等
｀
活 り回

°
話
｀°
定 3ク 2 求 く

V体
議 り

を¬すへて
目釣でのい釣
的 りに委 まり
にマ会託す イ
作ナ員事

°ン

ら 1の 業農 ス

れや皆 と林 ト
た技 さし水 ラ

制術んて産 ク

度のが
｀
省 タ

でLご 国か |
すの承のら制
°
伝知補⌒度
達の助社が
｀
よ金団発
指 うを法足
導に得人 と
‐ ｀てVて

海釣始全 5

面 りま日年
利場 つ本が
用のた釣経
の ¬こり過
調環の団 し
整境事体 よ
L保 業協 う
な全は議 と
どL ｀会 し

なを正に検をケ  ｀ うよ 天 ンみ  し り振  ラ
つ委式お討開月平動や りま王ス と同 ま 1興 同 ク
たねにいた催に成 きく会た寺 卜し年 し釣会年タ
わる新て重 し 19始 連費

｀
京 ラて 1た り大 11

けこ役一ね規回年め絡の会都ク大 1 °大阪 0養
で と員応

｀
約のにま機納員ホタ阪月 会 支月成

すがのそ要
｀
割入 し構付のテ 1府 に に 部

｀
講

°
出皆の約事合 つたはも皆ルの在は 指 主^習

来 さ任今業でて
°
軌す様で懇住全 導 催財会

るんを回そ世以 道 すの開親の国 の の
V実

運に終のの話来 に み協催会釣初 協 フ日施
び今え総他人

｀
 乗
｀
力
・
を りの カ ア本

°

と後
｀
会の会 2 り よに  ｀ イ試  を ミ釣

てにい社 思 来 さし初発
何こき向る

Vこ いへえ
｀
は足釣

ののたけも全のまの掴何
｀
以 り

伝間訳ての釣制す希めをこ来 イ
達
｀
で試の協度

°
望な成の 5ン

も主す行当でを を いす制年ス

指催
°
錯初 も推 託 まべ度を ト

示者 誤 は主進  き まきが経 ラ
も側  を  ｀旨 し れ

｀
か何 まク

なか 繰 実はて た 釣 1を しタ
いら り 践弁 き こ りの目た 1
1は  返 方えた と の指的

°
制

と  し 向て⌒  と 未針 と当度

自

覚

と
役
割

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

の

案たは 大 の  `て ン催
⌒をめ釣 日幅保海今きス協幸
連お
｀
り本に護や後て 卜力い

絡願一 との増育河はおラの
｀

機い層い自加成川
｀
リク要各

構いの う然すなの世ま夕請方
・たご遊をるど環界す lな面
広 し協び守見活境共

°へどか
報 ま力をる通動保通 の が ら
部す と未たしす全の 期 あ釣
会
°
積来めでべ

｀
悩 待 りり

委 極 に
｀
すき水み も

｀
教

員 的 伝 ひ
・
機産で 高 釣室

長 な えい 会 資あ ま りの
V 提 るて は 源 る つ イ開

の
ご
不
満

、
ご
批
判

を
戴

い
た

こ
と
は

歪
め
ま
せ
ん

。

し
か
し

、
世
話
人
会

や
会
員
皆
さ
ん

の
ご
努
力

に
よ

っ
て
苦
節

５
年

、
よ
う

や
く
そ

の
方
向
も
定
ま
り

一
歩
前
進

で

き
る
運
び
と
な
り
ま

し
た

。

具
体
的
な
活
動
等

に

つ
い
て
は

、
今

後

、
皆
さ

ん

の
ご
協
力
を
得

て
き
ら

に

充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が

、
全
会
員
参
加

の
活
動
が
進
め
ら
れ
る

段
階

に
入

っ
た
訳

で
す

。

釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
は

、

本
来

、
上
位
下
達
と

い
う
形
式

の
も

の

で
有

っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す

。

全

て
の
会
員
が
意
見
を
持
ち
寄
ヶ

、

行
動
す

べ
き
も

の
と
し
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。

釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
テ
キ

ス

ト
の
冒
頭

に
掲
げ
た

５
項
目
を
実
情

に

応
じ

て
実
践

で
き
る

こ
と

に

つ
い
て
は

全

て
皆
さ
ん

の
意
思

に
か
か

っ
て
い
ま

す

。
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大阪府釣リインストラクター連絡機構・会報

第行要のの技 第 1認 日活 第 要  を 活指に携円ラ 第 体階の市本 イ略ス
五 うと目開術会四をの本動本三課 ま目動導携を滑 ク本二協三二中会

V称 卜本一

条
°
認的催向員条 も釣釣を会条題た的の技わ密に夕会条議四

一央の大 。ラ会条
めを
°
上活  つ りり行は  と

｀
と実術 るに行 1は  会 号 二区連阪 Jク は

ら達その動事て イ団 う大会す会す施の としうが
｀
日本 ユ`東絡 とO夕 大総

れ成の為の業構 ン体社阪員る員るに向 と
｀
た所釣的部大 1心事称 FJ阪 則

るす他の管
日
成ス協団府

日 ・の
°
資上 も制め期 り

日に阪長斎務す I連 府
~

諸 る
｀
研理  す 卜議法下  親  す

｀
に度相の イ 置 府掘橋所 る⌒絡釣

事為本修
｀
るラ会人に  睦  る 事会の互活 ン く 釣 ピーは

°ジ機 り

業に機会運  ・ ク ・・於  を  こ 業員運の動ス  ・ リルの大  ヨ 構 イ

を必構等営   夕 公全て  重  と
｀
の営連を 卜  団 三九阪  フ ・ン

役  第 員め 地 部  東 部 域 部  を 円        を  第 こよのを長  を し

監理会員本七会る本域地0部 地の
V地 0次 滑本地広事会事監理 も本六 とり3要 もま開

｀
本

事事長窪病
条
皇鶴喬

V賢

多獣賢早 質 今曾畠a区
報業計務事事

岳念
条
ぞ揮a暫 ヤ

生
讐辱喬

く運役け面事 大 口
V大 口 淀 口地 る運委部部部局会会る次組 き総 1 は`必 る一最

【
第

総
会

】

°
寓星1高蓄 粛デ 路テ 挑デ濯缶官員会会会
為  水 円  流 。 及

・ 域 ・分大連会
｀
 面 滑  域 大  び 大  以 大 け阪絡

次   の に 以 阪  周 阪  北 阪 る府等
の  委 進  南 南  辺 中 地 北  下 の

°
の織 る会以 あ理要

°
回高

各
― ・
を上 る事に  ｀ 決

組   開 のい会応  定 議
織   催 請 はが じ 例 機
を  す 求会招て 総 関

設   る に員集会  会 と

本
規
約
は
平
成
九
年
九
月

二
十

一
日
よ
り
発
効
す
る
。

付るに 第 るる 第 こ き に 千  第 迄 日会 第 す於回 第 再 指 委 し
°
お本十

°
為本十 とま執定会円本十のか計本九るて以本八選任名員

｀
会地事広事会

型 五据麦 擢据憂ぞ生宇留寓曇肴
条ァ墨窪a条
°
富議a条卓智鼈墨讐履区業報務計

行の  運 を き 寄 る運運 費運会年年は事執  ｀ 催運運任
一すの及総委部部局 委

こ整整 長招讐負塞
・
纂冒縁寓三唇青査奉辱 讐見男臣務聖1螢替念員委委委員

とは日  程 に規  を  程 的収為  す 三年度度 会 る針  げ ケ は 委於  員 員 員

が
｀
 を 運程  受  に 等す

｀
る十四及

ヤ  が 総 は な 年  会 員て

で総   設 用
日
 け  基 は る年  ° 一 月び  執 会年  い と 長 会選

き会   け す   る  ず 別
°
三   日 一

｀
 行 に一  ° し が

｀
出

わる申諸  会 ず し 振 の月は会報て部 用 場会会原ず会ときよ入置環組会よよ会運
ら
・
告般但のきた納込前末

｀
費告は会運す使報

｀
郎1く費す理 り

｀
き境 委 り つに

ず会にの し処勧未付む納迄毎納す
｀
が用る用作行 と会運る事規退

｀｀
織員各て於営

返費よ事
｀
置告納期こで と年付る会管はこ経成事 し費用

°
会約会活指

日が部会て
や

却は り情病をの者日と本 し四
~°
計理理 と費

｀
等ての
申 の 第

一
動導 参 会長行

は理猶に気施 うはよと機
｀
月  監 す事がな会の会運  承 三 を 技事画

｀｀
わ会

認由予係
｀
すえ規 りす構毎一会 査 る会でど議通員用規 認 条本展術業す各理れの

めののわ長
・
意約六る指年日貿 を

°にき必
｀
信へに約  を と人開の部る地事 る運

ない処 る期 思 第ケ
・
定度 よの 行 支委る要行貿のつ第 受 十のす各会

・
区会が営

いか置場出 確 十月 の 三 り有 い 出ね
・に事
・
各い十 け 条申る分に  ｀ の は`

'ん
を合張 認 条を 回 月翌効  ｀ に

｀
応等 ま種て条 る に し

°
科企 各 要案

｀

に講はな 後 に経  座 末年期 決 つ会  し のた研はに も 基出 会 画 分 請件理

係ず
｀
ど 退 基過  に 迄三間 算 い計 運 会

｀
修
｀
基 の ずに を

｀
科にに事
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大阪府釣リインスト クター連絡機構
・会報フ

I

組
織
と
役
員

ｔ
軽
冊
階
桜
屯
ギ

地区委員会

大阪北部地区 大阪中部 地区 大阪南部地区

委委
軍 委 委会    委 事事

繋雷
〃
繋啓
巾
犠富自

賓
〓
　
長

】

士
口
川
幾
久
雄

中
野
　
一思
司

東
野
　
英
治

見縄新監
学稚竹事
柳会
久太
―

治和郎監
事

北末
村友

龍良
雄治

森小菊佐北柴東田山 中柴 吉松 石中吉理

脇関原藤田田野畑根野崎日本井出川事

幾会

誠俊  敬 稔英勝啓恵  天 光 克隆久
―

操吾明功明広治皓央司隆三障宗文雄理

事
田綿前高若安越小 前本来橋宮 西戸

中井田測林部田林 田村 日本川村波

健
行良米   太  成 孝  仁 正  昌 俊
隆隆造諒昇郎光芳一車成信明 一二

森越戸  田 小山高菊木
脇田波  畑 林根渕原村

俊  勝 成啓  俊
操光二 皓 芳央諒明章

放剛輯隠
新 で の慮て
な若 しは し世新
組手た

｀
議話機

織起
・
役論人構

を用 員 を会発
とに 人 戦が足
のよ 事 わ最に

意る 間 せ も当

解

説

委委大 委 委大 委 委大地

″瑠″ギ″章髪〃
員長部  員 長部  員 長部員

地    地    地 会

区   区    区
日

委委広         委

〃員罫〃〃〃″″″″″〃
員長会          員

綿柴安宮吉柴前精田小
井崎部川田田田本中関
健

隆敬仁 良  太  天 稔孝正行誠
功文明成 隆 隆郎明三広 -1言隆吾

若高北 田 集中
⌒林ill田 畑 崎野
順
不  敬  勝  恵
同昇諒明 皓 隆司

前中新
田出竹
柳

米隆太
造文郎

来
田
北
田
中
出
佐
藤

巴聖斬 題た苦
つ

を に 人 し釣れ
°い  う 進織を  つ 役 思 の験識 も 心 をも ら 大で体長  ま をすに

お会当会てりらま若勿結気を目そて員そわ和 もやさこ情発
｀
だれ変す組年本せ運が全

願員らメ貰 イ若た手識識鋭軌標の延人のれやあ認るとで揮 まがまなが織
｀
連ん営

｀
員

い
｀
せンいン手

｀
も に`に道に結 々事よま協る設こ組すでだ各す時

｀
の釣絡

・
す二
｀

｀
皆てパたスの組加新達運に世果のはうす力程 もと機

°
き納入

°
問組運 り機  る 百何

致さ敗 ,い 卜参織わ役 し営乗話
・
会難な

°
関度あ年避 て 得に と 機営倶悟 の 人 ')

へしんきが とラ画発 つ員まをせ人 と合間諸  係 熟 りら営 い す云 労 のに業の は を異
世たのま中願 クを足てに し託た会 りをと事 を 知

｀ に` な るわ 力 運携部世  tと躍請
話いごす軸い夕求後 もはたしうメあ開な情 維 し運釣係、い程せ を 営わを話  み すは
人と理

・
と
｀
lめ は らキ

・
てえンえきりか 持 な営 りわ

'と
のれ 貿 に つ始人  大 るな

会思解  な 当時
｀
積 う ヤ 行 パ`ず ま半 ら で けににる 反 運ば や はてめの 低 会か

。いと つ 面代次極の り こ 若 1任 し年
｀
きれ対対な 省 営

｀
し個き

｀
大 で 員つ

北まご て
｀
を世的 もア う 手が期た余今 な ばすす ら 頻 手そ て 人た釣半 は のた

田す支 運 世儲代に当の と の新 1 ・に回 い 集るる人 り 腕れ き 的人 りは あ 組訳
V・
援 営 話築のこ然浅  云 新組期 渡 の  と 団経知格 の ?で  お に達団

｀
り織で

(5)



大阪府釣リインストフクター連絡機構・会報
も以るのス当

｀
貢きク ｀とら も 象さ市活 夕ま 着 す

の上旨委 卜り中こ献
｀
夕そな

｀
だの とれの動 |だ現化が

とのを員ラま部れ じ各 lれ つスがとし
｀
教でで

｀
在の
｀

期活連長 クす
｀
らて地がぞて夕

｀
思たい育す

｀
ご
｀
傾い

待発格 ま夕の南の数元
｀
れお フこわ釣ず委が地 ぐ参向ず

しなした 1で 部地 きの積の リフれれ りれ員
｀
元一加 とれ

て活てはは
｀
の域た正極地

｀
のまま指か会この部 さな も活指釣 卜なシ教各

お動戴委所参各指い し的区新不です導のなの要のれ つ好動導 リラどン室地
一

りがけ員属加地導 と釣にの組足の
°
の日ど活請 イてて評をの講ク

｀
グLで 昨

ま展れにの希区は思 り参 イ織が指 要 にか動にンいいで行ポ習夕釣
・や ¬年

す開ば参各望委大いの加 ン発悩導 請 市 らは応スるま
つ`ラ会 1リ ス ¬市か

°
で
｀
加委の員阪 ま普 しス足み体 が 民 も府え 卜のす年てンやにイクフ民 ら

きよで員イ会北す及て 卜後の験 あ を注下てラは
'々
いテ実よンルィ釣府

るりき会 ンが部
°に頂 ラは種か る 対日各のク

｀
定まア釣るスLツ リ下

(子供たち0買目J呂ぶ枚坊市民輸け0共い)

り人小魚 フ域間 ららン

指が学放ナ下
｀
が 4ス 大

導参中流
｀
水地
｀
人 卜阪

を加生池 コ道元 さ^ラ 北
展 しな⌒ イ処のる枚ク部
開す ど安

｀
理大 6方 夕地

じる一定ア場阪月渚 l区
まな般池ユの府 と釣中担
しど市
Vな
渚淀 8友 出当

た好民でど処川 月会隆の
°
評延開の理左の所文釣
のべ催淡場岸 5属 さり
釣千
°
水の流 日

Vん イ

し際の実専  指 夕導か  1曜 の

ま南 ス釣用講導 門こら同 ン日第
す部 夕指バ座 にはあお教の迄 2
°
地 ツ導 ス最当毎た年室 日の週
区 フをで終 つ日る寄の程 5日

のが行和 国て曜南 り場で回曜
皆不い歌のい 日部 ま合開開 日
さ足 ま山 9ま を地で

｀
催催か

ん しす県 月す返区が子中 とら
のてが '7 ・ 上 イ受供でい 9

応お
｀
和 日 し ン講

｀
す う月

援 り現歌 は て ス生父
・口の

を
｀
地の
｀
熱 卜で

｀
 ン 第

期 こ指浦市  心 ラ
｀
母  グ 1

待の導での  に ク指親  ラ 日

ヨ
■

市

目
■

各

ョ
軍

野
足

口
出

佐

不

■
■

Ｒ

フ

菫〓
ヨ
ヨ
　
・　
ソ

ヨ
孤

―――

タ

寓
■

室

ス

覇

■

霞

は

■
■
一
・
み

羽
巴

原

悩

口
官

柏

地 f9

、
内
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
，
の

活

発

な

釣

り

指

導

に

江ヽ

同

掛
浦

び

る

粕
原
市

つ
り
教
室

フ
ィ

ッ
シ
ン
グ

・
ス
ク
ー
ル

大
阪
中
央
地
区
担
当
の
釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
中
野
恵
司

，
森

脇
操

。
小
松
博
幸

・
宇
須
良
晃
ら

四
人

が
指
導

ス
タ

ッ
チ
と
な
り

、

今
年

５
月
と
８
月

．
市
内

の
小
中

学
生
を
対
象

に
柏
原
市
女
性
セ

ン

タ
ー
で

「
か
し
わ
ら

フ
イ

ッ
シ
ン

グ

・
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催

。
少
年

た
ち

に

「
正
し

い
自
然
と
の
触
れ

合

い
」
な
ど
環
境

、
自
然
保
護

の

大
切
さ
を
訴
え

、
正
し
い
釣
り

の

マ
ナ
ー
や

ル
ー
ル
を
中
心
に
釣
り

技
術
を
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

同

ス
ク
ー
ル
は
子
供
た
ち

の
、

戸
外

で
の
健
全
な
遊

び
の
ひ
と

つ

に
も
な

る
と
言
う
訳

で
、
保
護
者

か
ら
も
好
評
を
博
し

、
柏
原
市
か

ら
市

の
行
事
し
て
認
め
ら
れ
市
広

報

に
も
掲
載
さ
れ
市

民
に
Ｐ
Ｒ
さ

れ
る
ま

で
に
な

っ
て
い
ま
す

。

枚
方
市

「
市
民
・釣
り
の

つ
ど

い
」

事捜
盛
密
率
理
速
揮
埋
題
寧
登
野
盤
悪
畳
蒋
控
路
藤
準
盛

泉
佐
野
市

「
市
民
釣

り
教
室

」

三
年
前
か
ら
毎
夏
休
み

シ
ー
ズ

ン
に

市
生

涯
学
習
セ

ン
タ
ー
が
日
本
釣
振
興

会
大
阪
府
支
部

の
協
賛

で
、　
一
般
市
民

を
対
象

に
開
催
し
て
い
ま
す

。

今
年
は

、
第
３
回
目
を
迎
え

、
８
月

(鎗f卜に書とを日く伯原市の子供たち)

キ
品
略
脅
．タ

鵡

言i:岳
―
1軽

(6)
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大阪府釣リインストフクター連絡機構・会報

本 格 込者 れ 力 回 しし
村⌒す者の寡る 1受 目まてさ
事問るに申集こ ド講の し守 る
務いこ日込 (と 式料開た回 8

局合 と程が目にのは催が門月
長わに

｀
定はな ‐無を

｀
真 3

迄せな要員六 つ認料予好市 日
Vは つ項数Oて 定で定評消

｀
｀
てをに名ま証

｀
しに防八

連い送達です
L受 てつ組十

絡ま付次受
・
が誌いき合人

機す
°
第講 授 者 ま

｀
でが

構
・ご
｀
希 与 にす第開参

・ 連申望 さ は
・
2催 加

会い まは ら ホ L

委合す後
・
開テは来

員わ
°
日会催ル大春

｀
せ奮
｀
費時
L阪 開

地は つ全一亥1で市催

区事て会万は開北の

委務 ご員円午催区第

員局参に
・
後 しの 2

迄 ま加 ご詳六 まコ回
Vた 下通細時す ヒロ
はさ知に三

・ル ¬

事いいつ十  卜 懇
業^た い分  ン 親
部問 してか  。 会

意顔釣
｀
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のたス事回会 り
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｀
目をイ
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と名関水天催ス
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｀
ラ

過換をな都会 ク
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まい
°
係ル親連

し
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・
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か人び
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帯で

にの釣農 をは
｀
会 り水図
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有初
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めい
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｀
合
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°
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｀
事
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海
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止
に
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２
回

・
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救
命
士
講
習
会
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参
加
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日

の

釣
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平
成

９
年
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・
公
認
釣
り
　

　

　

　

　

．

イ

ン
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ラ
ク
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ー
資
格
制
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講
習
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十
月
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八
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く
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守
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商
工
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斑
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剛
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酬
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回
収
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配
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川
な
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釣
り
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の
浄
化
運
動
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推
進
す
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た
め

、
釣
り
関
連
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体
か
ら
各
都
道
府
県
釣
り
団

体
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に
標
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入
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の
ゴ
ミ
回
収
袋
が
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
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釣
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ど
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運
動
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買

っ
下
さ
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る
釣
リ
ク
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般

釣

り
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美
化
運
動
が
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い
に
芽
生
え
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お
り
ま
す

．

８
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２

１

日
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２
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グ
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ル
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（
３
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）
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９
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「
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阪
府
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ト
ラ
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」
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大
阪
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フ
ァ
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釣
り
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港
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釣
り
園
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０
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９
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０
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２
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侵
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，
開
ば
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程
が
多
い
た
め
哲
嗜
し
ま
し
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霞

圏
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催
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｀
り
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催イ
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５
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７
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談す部 ・ をが有
｀
の 続 約い

°
間の で の 難 1時  し 号い つ行の

会
・
会バ編お

｀
意目皆◆け二が内が世広きが◆題週間 ¬渡はるてす新◆

這あ擢当審霞沓蕃留見垂琶霊暮雰後覆遷=義蟹桑軍密i各員留Pi義3歪譲 線
当力集 ン執 しか内達にをま十でなた ,
委戴にに筆たら容成的か し部言 くめ文

員け参通にいは紙で確けたの う
｀
A東

にる加 じ興 と会面きにたこ編ガ会 4者
お場 して味思員作る情立 と集 り員判“

申合ておのいの り訳報派は
｀
版の ・言

しは頂 らあま皆にでをな
｀
印式皆 8事 長集

｀
の つけ !か  集

｀
いが人 ト

⌒入
｀
きれるすさ動

｀
伝会ご刷できべを に`も手たて

L? し まず
｀
会ラ

広れ総たる方
・
んみ今え報理 コ関ん 1集 事か う元

・
貰 とス て だれさ懸 ク

枚下会い方
・ に み後 るで解 ピ係にジめ務か |に  い 言 夕 貰 予本て案 タ

拝さ当とは写  も たもこな願 l者 はのて局 つ後届 た う フ え 算格発の l
奈い日望新真 積 い一 とくい 一`誠紙呉長たにけ い とフ ん が的刊 ¬連
・のん機や 極 と層がとた発同に面れ

｀・
引た  | ｀ も か なにす会絡

各で構 ワ 的 思努でもい送汗申がた事  く い L¬ 少  1い とる報機
地お ・1 な い力 き

｀・
作だ しやが業  こ と と いな L・ 思段L構

区 り広 プ 参 ましれ会 業 く訳 つ
｀
担  と い い やい  と 創 つにを組

懇ま報 口 加 す
｀
ば員 を でな と時当 も う う

｀
し 申 刊てな発織
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口
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